
 

 ２０１６年４月実績概要（メモ）  

（２０１６.５．２７） 

定期修理時期の合間から生産は前月を多くが上回るも、前年対比では過半がマイナス。 

 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５３１，４００トン  
 前 月  比    ＋０．９％（＋ ４，８００トン） 
 前年同月比    ▲７．３％（▲４１，６００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９５．２％→ 当月 ９６．７％ ←前年同月９４．７％ 
定修プラント：前月 １社１プラント→ 当月 １社１プラント ←前年同月 １社１プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、稼働日数が減少したが、定修規模差や稼働率要因から HD、PP、PS、SM、塩ビモノマ
ー、AN、SBR、BR などの１３品目がプラス。ベンゼン、トルエン、キシレンなどの４品目は定修
規模の増加もありマイナスとなった。 
前年比では、定修規模差等から LD、HD、PS、SM、SBR、BR などの１０品目がマイナス。PP、
塩ビモノマー、EO、EG、キシレンなどの７品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では日数が減少したが、定修規模の縮小と稼働率要因から LD、HD、PP、PS の４樹脂揃っ

てプラスとなった。 
前年比では、定修規模の増加等から HD、PS で二桁台のマイナスとなったのをはじめ LD を含め３

樹脂でマイナスとなった。PP は定修系列数が少なかったこともありプラスとなった。 
ロ）国内出荷 

前月比では、連休入りに伴う営業日数の減少から LD、PP でマイナスとなった。PS は包装分野、雑

貨・産業分野の出荷が当月に伸びたことからプラスとなった。 
前年比では、LD は各出荷分野ともほぼ前年並みの出荷であった。HD、PP ではフィルム分野の出荷

が減少したが、これに代って射出成形分野等の出荷が増加し HD は微減、PP は前年並みとなった。

PS は前年の出荷が当年以上に伸長したとから比較上マイナスとなった。 
ハ）輸    出 

国内出荷との兼合いもあり、前月比では HD、PS でプラスとなったが、LD、PP はマイナス。前年

比では LD、HD、PP で大幅なマイナスとなっている。 
ニ）在    庫 

在庫量は、LD、HD、PS は減少し、PP は増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD はや

や上昇したが、HD、PP、PS は低下した。在庫水準としては LD、HD はやや高め、PP、PS はほぼ

適正水準となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減  ▲ ３．２ ％ －   
 定修要因等  ＋ ２．４ ％ ＋  ２．５ ％  
 能力増減  － ▲１２．１ ％  

 稼働率変動  ＋ １．７ ％ ＋  ２．３ ％  
 生産増減率  ＋ ０．９  ％ ▲ ７．３ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
３月末 ４月末 

L D ▲ ５，２００ ２．９ ３．０ 

H D ▲１２，２００ ３．４ ３．０ 

P P ＋１１，３００  ３．０ ２．７ 

P S  ▲１１，４００ １．８ １．３ 


